
授　業 【 G 】 区 分

科目名 【 H 】

科目区分

授業形態

サブ
タイトル

担当者

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

【 － 】 【 － 】 【 ◯ 】 【 － 】

【 ◯ 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

フィードバック

方法

双方向アンケート グループワーク 対話・議論型授業 ロールプレイ

プレゼンテーション 模擬授業 ＰＢＬ その他

科目コード　B000-2-Y    (科目一覧番号：207)

他科目との

関連性
法学関連科目全般

教科書

参考書

評価方法
授業への参加状況（80%）、課題やレポートの提出状況（20%）などを評価します。定期試験は実施しません。特別の事情が無い限り、全回受講を求めます。
受講しない状況が度重なる場合には、単位認定をしません。

授業内で解説を行います。

特に指定しません。

特に指定しません。

評価基準

授業を単に受講するのみならず、課題に対し積極的に取組み、授業内容を習得するとともに、学習内容をよく理解した者は、その程度に応じて「S」または「A」

とします。出席・参加度・課題達成度・学習内容理解に不足がある場合にはその程度に応じて「B」または「C」とし、出席・参加度・課題達成度・学習内容理解

が著しく低い場合にはその程度に応じて「D」または「E」とします。なお、全回欠席などのように、評価不能の場合には「F」とします。

履修条件 特になし。

ディプロマ・
ポリシーとの

関連性

DP（ディプロマ・ポリシー）① ◎　（よく当てはまる）

DP（ディプロマ・ポリシー）② ◎　（よく当てはまる）

DP（ディプロマ・ポリシー）③ －　（当てはまらない）

DP（ディプロマ・ポリシー）④ －　（当てはまらない）

アクティブ
ラーニングの

方法

事前学習型 反転授業 調査学習 フィールドワーク

施行規則に定める科目区分又は事項等

議論の仕方を学ぶ 今井　康介

授業概要

【
概
要

】

本プレゼミⅡでは、毎回、法律に関する課題を出題し、課題を講義内で終わらせることとします。具体的には、法律に関連する論文、新立法の解
説、有名な判決文等を読んでもらい（インプット）、それを前提に自分で調べた上で、自分の意見を述べる（アウトプット）作業を行います。またゼミ
内で意見を交換し討論も予定しています。時間が合えば、裁判傍聴に行きます。

【
到
達
目
標

】

①法学／法律学に興味をもつこと、②学習に必要な基礎的素養を身につけること、③疑問点・問題点を放置しない習慣をつけることを、最低限の
目標として掲げ、加えて、④自ら「考える」力を身につけること、⑤積極的に議論に参加する力を身につけること、を目標とします。

専門科目

対面授業

担当形態 単　独

プレゼミⅡ
開講年次

【 G 】1
単位数

【 G 】2

プレゼミⅡ 必　修 【 H 】1 【 H 】2



授　業 【 G 】 区 分

科目名 【 H 】

プレゼミⅡ
開講年次

【 G 】1

単位数
【 G 】2

プレゼミⅡ 必　修 【 H 】1 【 H 】2

科目コード　B000-2-Y    (科目一覧番号：207)

授業内容

【第1回～第2回】

　第3回から本格的に議論をはじめるために必要な事項をレクチャーします。日程が合えば、裁判傍聴を行います。

【第3回～第15回】
　講師が、近時の立法や判決などをもってきます。受講生は、その場で読んでもらい、受講者全員で議論をします。また文献に関する問題も出題します。

予習内容
日常から「時事問題」に興味を持ち、「自分はどう考えるか」という姿勢をもってそれらの問題を検討しておいてください。
なお、各回の予習時間は120分を目安としてください。

復習内容
演習で学んだ内容を、自身でも再検討してください。
なお、各回の復習時間は120分を目安としてください。

その他

①オンライン授業の受講に際しては、必ず授業動画を視聴して受講し、他方、②対面授業の出席の際には、時間厳守で出席し、それぞれ積極的・主体的に
授業内容に取り組んで下さい。授業動画の未視聴・課題未提出や、遅刻・欠席・早退が度重なるなど学習態度に問題があると担当者が判断した場合、Ｅ評価
またはＦ評価（単位不認定）を宣告する場合があります。


